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ROTARY INTERNATIONAL
Service Above Self・He Profits Most Who Serves Best

国際ロータリーの使命（Mission of Rotary International）
国際ロータリーの使命は、職業人と地域社会のリーダーのネットワーク
を通じて、人びとに奉仕し、高潔さを奨励し、世界理解、親善、平和を
推進することである。

四つのテスト（The Four-Way Test）
言行はこれに照らしてから
1. 真実かどうか
2. みんなに公平か
3. 好意と友情を深めるか
4. みんなのためになるかどうか

ロータリーの目的（The Object of Rotary）
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある。

知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるもの
と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を
高潔なものとすること。

ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活
において、日々、奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を推進すること。
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Rotary Serving Humanity
「人類に奉仕するロータリー」

国際ロータリー 
2016-2017年度会長

ジョン・ジャーム

　111年の歴史の中で、ロータリーは多くの人に多
くの意味を持ってきました。会員は、ロータリーを
通じて友人と出会い、地域社会とつながり、目的
意識を持ち、人びととの絆を育み、キャリアを築
き、ほかでは味わえない貴重な経験をしてきまし
た。毎週、世界34,000以上のクラブのロータリアン
が、語らい、笑い、アイデアを分かち合うために集
います。しかし、私たちが集う一番の理由は、最も
大切な目標、すなわち「奉仕」のためです。
　ロータリーの初期から、人類への奉仕はロー
タリーの礎であり、主な存在理由となってきまし
た。今日の世界で意義ある奉仕を行う最善の道は
ロータリー会員になることであると、私は信じてい
ます。また、世界に確かな変化をもたらすために、
ロータリーほど優位な立場にある団体はないと考
えています。さまざまな分野から熱心で有能な職
業人が集まり、壮大な目標を実現できる団体も、
ほかにありません。ロータリーには、世界を変える
力、ネットワーク、知識の結集があります。ロータ
リーに限界があるとしたら、それは私たちが自分
自身に設けている限界にすぎません。
　現在、ロータリーはとても大事なときを迎えて
います。今はいろいろな意味で今後を決定づける
歴史的な節目です。私たちは力を合わせ、世界に
重要な奉仕を行ってきました。そして、今、世界の
行く末は、私たちのさらなる奉仕にかかっていま
す。世界でもっと大きな「よいこと」の推進力とな
るために、固い決意と熱意でポリオ撲滅を成し遂
げ、勢いをつけてロータリーをさらに前進させなが
ら、これまでの成功をバネに飛躍するときが来た

のです。
　ポリオ撲滅から私たちが学んだ多くのことの中
で、最も大切ながら最もシンプルなこと、それは、
ロータリー全体の発展を望むなら全員が同じ方向
に進まなければならないということです。クラブ、
地区、RIのレベルにおけるリーダーシップの継続
は、ロータリーを繁栄させ、その秘めたる可能性を
最大限に発揮する唯一の方法です。新会員の入会
や新クラブの結成だけでは十分ではありません。
私たちが目指すのは、単にロータリアンの数を増
やすことではなく、ロータリーによる善き活動をよ
り多く実現させ、将来にロータリーのリーダーとな
れるロータリアンを増やすことです。
　ポール・ハリスは晩年、ロータリー設立の経緯に
ついて振り返り、次のようにつづっています。「個
人の努力は個々のニーズに向けることができます。
しかし、大勢の努力の結集は、人類の奉仕に捧げ
なければなりません。結集された努力に限界とい
うものはありません」。いつの日か120万人以上の
ロータリアンが一体となり、ロータリー財団や各自
のリソースを駆使して人類への奉仕に取り組むこ
とになろうとは、ハリスも想像しなかったでしょう。
そのようなロータリーに対してハリスがどんな奉仕
を期待するのか、私たちは想像するしかありませ
ん。「人類に奉仕するロータリー」の伝統を継承す
る名誉を授けられた私たちには、このような奉仕
を行っていく責務があるのです。
　心を込めて
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2016-2017年度 2670地区運営方針

「Passion＆Will」で
ロータリーにchallengeを！

ロータリーは一言で言えば奉仕の理想で結ばれた
実業人と専門職の連合会です。その基本を弁えつつ
地区や各クラブにおいてリーダーシップを大いに発揮
してください。

「Passion＆Will」を掲げて前進しましょう。「一歩
前へ、二歩前へ、三歩前へ進みながら、されど時に
は半歩後ろへ下がり思慮深く全体として進んでいきま
しょう。」

さて、１月17日～23日まで開催された国際協議会に
おいてジョン・Ｆ・ジャームＲＩ会長は、会長テーマを
「人類に奉仕するロータリー」とされ、次の趣旨のス
ピーチをされました。

『さまざまな分野から熱心で有能な職業人が集ま
るロータリーは、世界を変える力、ネットワーク知識を
持ち、人類に奉仕するために最も優位な立場にある
団体です。そして、これまで地元及び世界で多くの先
導的な奉仕活動を行ってきました。これからも世界で
もっと大きな【よいこと】の推進力となるためにポリ
オ撲滅を固い決意と熱意で成し遂げ、勢いをつけて、
ロータリーをさらに前進飛躍させることによって「人
類に奉仕するロータリー」の伝統を継承することをわ
れわれの責務としましょう。またロータリーのリーダー
シップを継続させるためには単にロータリアンの数を
増やすことではなく、ロータリーの善き活動をより多く
実現させ将来にロータリーのリーダーとなれるロータ
リアンを増やすことです。』

そして次年度に力を注ぐべき点として、５つの項目
を強調されました。
１ 入会と積極的参加の促進
２ 財団への寄付
３ 人道的奉仕
４ 若い世代をロータリーへ迎え入れること

５ 公共イメージを高めること
この方針に沿って、地区の実情を踏まえて全力を

尽くそうと思い地区方針を「Passion＆Will」でロータ
リーにchallengeを！ と、しました。
Ⅰ 目標
１：	会員増強３％純増で、地区レベルでは3000人に

追いつき追い越せを目標にする。特に40歳未満
の若い世代の新会員入会にも力を入れる。

２：	クラブがValue Proposition（価値提案）を出
来るように支援する。各クラブが独自のUSP
（Unique Selling Proposition）を提供し、他
団体と比べて何が違うかの説明を行えるように
する。

３：	革新的な奉仕プロジェクトの増加を支援する。
４：	地区セミナー、IM、地区大会、世界大会への参

加を推進する。
５：	寄付の目標達成のための指導（寄付０クラブを

無くする）をする。
６：	クラブホームページの見直しと作成の促進を

する。
７：	ロータリーデー開催の機会があれば推進する。

（単独あるいは複数クラブ可）
８：	クラブ及び会員がMy Rotaryにアクセスして現

在のロータリーの状況を把握する事を推奨す
る。→全会員の少なくとも50％がMy Rotaryの
プロフィールにスキルと関心を入力し情報を公開
するように支援する。

９：	クラブ目標の設定と確認に役立つオンラインツー
ルであり2012-2013年に導入されたロータリーク
ラブセントラルへの入力を行う。（今年よりRIは
入力していないクラブは活動していないと見な
し、RI会長賞の対象からはずされる事となりま

国際ロータリー 第2670地区
2016-2017年度ガバナー

前田  直俊
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した）ロータリークラブセントラルで少なくとも10
の目標を設定する。

10：	今年よりRC、RPIC、RRFC、EMGAの人達が
JAPAN TEAMを結成し地区・クラブを応援し
てくれることになっているのでその活用を推奨す
る。JAPAN TEAMは全地区をサポートし、呼
べばビジネスホテルを準備するくらいで来てくれ
る事になっています。（交通費はRI支給）

11：	現在E-クラブは世界で284クラブ、日本で12クラ
ブ作られていますが、ロータリーの各学友会の人
達のロータリーに対する情熱の行き場の確保の
為にE-クラブを作るチャンスが有れば積極的に
支援する。また人数減少でクラブが成り立たなく
なった場合は８人以上での衛星クラブも考慮す
る。（衛星クラブは日本では３クラブある。）

12：	クラブ会員数が30人以下になれば、CLPを考え
ながら委員会構成を図りクラブを身軽にできるよ
うにする。

13：	クラブ公式訪問時、御家族にロータリーへの理
解をさらに深めてほしいので、時間が許せば夫
婦での参加も可能とします。（あるいは新入会員
候補者が居れば参加可。若い人歓迎します。）

Ⅱ 長期戦略委員会
戦略計画は2010年７月１日よりスタートしました。

2011年11月よりstrategic planの訳は「長期計画」から
「戦略計画」に変更されました。

今年度より第2670地区、地区組織図の中で長期ビ
ジョン検討委員会が長期戦略委員会への名称変更
となります。今年度より地区＆クラブで戦略計画委員
会を立ち上げるようになりますが戦略計画委員会が
スムーズに運営されるようになるには３年位かかると
思っています。

クラブでは会長の下に戦略計画委員会を置かない
とうまくいきません。ロータリーの単年度制がロータリ
アン減少の原因でもあり、それだからこそ年次目標だ
けでなく中長期目標を設定することが大切です。

戦略計画：理事会で話し→実際演習をしてもらう
ガバナー補佐にも考えてもらい演習してもらう

↓
クラブ協議会でしっかりと話をしてもらう

↓

クラブ協議会のあり方を
戦略計画に向けてチェンジする

（忙しいクラブは一か月間例会内でもいいから
戦略計画を行ってほしい）

戦略計画委員会では、明確な目標を立て活動計画
や方向性を定めます。効果的な目標を立てるにはこれ
までの活動状況、会員の関心、目標達成に必要なリ
ソース（人材や資金等）を検討する必要があります。
戦略計画に感動がなければ戦略計画とは言えませ
ん。クラブ内では例会の重要性（入りて学び出でて奉
仕せよ）を基本認識しましょう。

Enter to Learn. Go Forth to serve.
クラブ内で奉仕プロジェクトへの参加意欲を喚起

しクラブ活動を地域社会に紹介するよう奨励しましょ
う。活気あるクラブを作り入会者にとって魅力のある
クラブとなるために新しいことに挑戦するように勧め
ましょう。そして会員増強や退会防止にも結び付けま
しょう。
Ⅲ 会員増強

RI理事会が2012〜2015年の３年間限定で、2015
年の６月30日までにロータリーの会員数を130万人に
増やすという目標を採択し、それまで毎年３％の会員
純増を掲げましたが120万を超えたところで横ばいの
状況が続いています。日本でも年間6000〜7000人入
会しても健康上の問題、退職、出席困難などでそれ
以上の人数が退会しています。
増強・維持の行動方策

①優遇対策を基に配偶者・子弟を勧誘する。
②同一会社の指導的立場の人材に、優遇対策を利用

して働き掛ける。（１企業１人にとらわれない）
③クラブのウェブサイトを使って、地域社会でクラブ

を推進し会員候補者に対して、クラブの信頼性を高
める。

④若い世代の人や特に女性への勧誘を推進する
（ジェネレーションギャップを解決し、女性会員を
獲得しさらに大切にしてクラブの活性化を図る。
ロータリー会員70％が50歳以上）

⑤新企業および地域社会の指導的な人を卓話に招く
などして知り合いになる。

⑥クラブの有意義な活動やイベントに会員候補者を
招き参加してもらう。
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⑦ロータリーの指針に基づき、経済的な問題が生じ
た現会員には一時的に会費の減額や免除を考え
る。（理事会の協議が必要）

⑧全会員がクラブのプロジェクトや活動に直接関与す
るように配慮する。

⑨最新の職業分類を活用して新人勧誘の戦略を練る。
⑩会員にとって有意義な例会プログラムとなるよう努

力する。
⑪地域社会貢献と地域社会での視野を広げるために

複数クラブとの合同例会に参加する。
⑫新しい発想での会員増強案を考える。
⑬たくさんある同好会を会員維持の絆にしていく。
⑭新しいタイプのロータリークラブ（現在日本ではE-

クラブ12クラブ、衛星クラブ３クラブ）を受け入れて
増強を目指す。

⑮会員増強なしにはロータリーの発展はありえません
が、今いる人が喜ぶことは新しい人が喜ぶとは限り
ません。このギャップを埋めながら新しい策を発展
的に考えていく。

⑯地域の土地事情によって例会のスタイルを工夫す
る。（モーニングクラブ、アフタヌーンクラブ、昼食前
クラブ）（コーヒーとケーキのみ、ビッフェスタイル）
多様化に対応する。

⑰会員数の純増：クラブ（会員数50名以下）は少なく
とも１名の純増。大クラブ（会員数51名以上）は少
なくとも２名の純増を目指す。

Ⅳ ロータリー公共イメージＵＰ
 •	My Rotary→ブランドリソースセンター→クラブで

編集して活用できる広報用資料のテンプレート（ヒ
ナ型）やロゴが掲載されています。

 •	ロータリーおよび財団100周年について地域社会の
人に知ってもらうためクラブでイベントを催し、その
プロジェクトを地元メディアで取り上げてもらいま
しょう。

 •	広い世代用に作ったアニメーション（教えてロータ
リー）を駆使して公共イメージUP作戦を図りましょ
う。アニメは若者の集まりでは出来るだけ上映してく
ださい。（インターアクト、ローターアクト、ライラ、交
換留学プログラム、etc）幼稚園～60歳ぐらいまでの
人々に紹介し会員増強のイメージアップに使用しま
しょう。新入会員にも気軽に見せてあげてください。

Ⅴ	五大奉仕部門 各クラブオリジナルの奉仕活動
を継続する。

国際奉仕：	他国の人 と々その文化や慣習、功績、願
い、問題に対する認識を通じて国際理
解、親善、平和を推進するために会員が行
う活動やプロジェクトからなるものです。

【長期交換】国際理解と親善を深めるロータリーの
伝統的なプログラムであり、社会の期待に応えるもの
として積極的に取り組みましょう。長期交換小委員会
の委員長を中心に委員のみなさんで学生募集からそ
の後の手配まで努力されています。
【短期交換】米国NJとの青少年交換は約38年の歴
史を持つ地区独特のプログラムですが毎年約30名の
学生が交換留学しています。派遣、受け入れ両面共に
早目の手配が必要になっています。派遣学生募集・
ホームステイ候補先を早目に決める方向で考えてくだ
さい。【世界社会奉仕】→【国際奉仕ファンド小委員
会】に名称変更
青少年奉仕：青少年奉仕はインターアクト、ローター

アクト、ライラセミナー、少年少女キャ
ンプに引き続き力を注ぎ、指導と養成
活動、社会奉仕プロジェクトを通じて
青少年を育成することは社会の使命で
あり、その先導的役割をロータリーが
担っています。地区補助金は、インター
アクト、ローターアクトにもスポンサー
クラブからの申請があれば使えます。

Ⅵ １米山記念奨学会
日本に来て勉強している留学生に奨学金を給する

日本独自の奨励制度です。日本を良く知ってもらい
ロータリーの良き理解者となってもらうことが目的で
す。奨学金は全額寄付によってまかなわれています。
三年間運用した後、各地の寄付額、学生数によって振
り分けられます。留学生を扱うには世話クラブとカウ
ンセラーが指定され、交流と国際理解と親睦の実を
挙げるよう計画されています。元奨学生と現奨学生に
よって組織される学友会があり、奨学期間終了後も
ロータリーとの絆を結び、学友同士友情を深める役割
を果たしています。

2016年740名決定2670地区17人
普通寄付金目標5800円/１人
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特別寄付金目標8000円/１人希望
平均両者で16000円以上/１人

２ロータリー財団
ロータリー財団地区管理セミナーが行われます。

高知・愛媛地区12月４日（日）13：00～16：00
＜12：30登録開始＞
場所：高知会館 高知市本町５-６-42
ＴＥＬ088-823-7123
香川・徳島地区12月10日（土）13：00～16：00
＜12：30 登録開始＞
場所：ホテルパールガーデン 高松市福岡町２-２-１
ＴＥＬ087-821-8500
ファンドレイジングに関しては
年次基金：	地区30万ドル以上 一人平均100ドル以上

目標（希望平均150ドル以上）
恒久基金：5000ドル以上
ポリオプラス基金：
地区で３万５千ドル以上。更にDDFから３万５千ド
ル。するとDDF３万５千ドル＋WF１万７千500ドル＋
ゲイツ財団10万５千ドルで2670地区は合計ポリオに
19万２千500ドル寄付したことになります。この１～２
年でポリオ絶滅が成し遂げられるかもしれません。永
久にポリオを撲滅しましょう。
地区補助金・グローバル補助金の利用：
◦グローバル補助金を利用して、社会奉仕活動を一歩

進めましょう。各クラブ共、積極的に地区補助金を活
用して地域の社会奉仕活動に役立ててください。

※地区補助金・グローバル補助金申請書の地区への
提出期限

　地区補助金・地区奨学生：３月末日迄申請受付
　グローバル補助金：通年申請受付
◦出来る限りのイベントにロータリー財団100周年記

念チャリティーを行ってください。
◦「世界平和フェロー」への人材を2670地区から推薦

しましょう。
Ⅶ RI 会長賞へのチャレンジをしましょう

ロータリー戦略計画の優先項目に沿った目標を達
成したロータリークラブに対してRI会長が「会長賞」
を授与します。会長賞要項に受賞資格の全項目の記
載があります。

クラブの活動をより正確に把握するため今年度より

丸一年（2016年７月１日～2017年６月30日まで）の活
動が会長賞の対象となります。

My Rotary→「運営する」→各種レポート→クラブ
の運営→「会長賞ダッシュボード」と呼ばれるレポー
トを確認。ロータリークラブセントラルへの入力が必
要となっています。ロータリークラブセントラルとは、
「クラブ」「奉仕」「財団への寄付」の３分野でクラブ
が目標を入力し、その進捗を記録・確認できるオンラ
インツールです。

各クラブで、ロータリークラブセントラルに少なくと
も10の目標を設定してください。

その他 地区大会記録＆地区概況を見て各種表彰
を目指しましょう。
Ⅷ 特別月間の変更について

ロータリーの特別月間は、クラブだけでなくロータ
リアン一人ひとりがロータリーの活動に参加するよう
強調するためRI理事会が特別にした月間です。特別
月間には、クラブも会員も奉仕の重要性を認識し、特
に力を入れるため、各クラブではクラブ会長が例会
で説明したり、担当の委員会が卓話して参りました。

RI理事会は、2014年10月理事会でこのロータリー
特別月間を、重点分野を強調するものに変更しまし
た。特別月間は、2015年７月１日から変更になりまし
た。ロータリー財団のグローバル補助金を申請する
ためには、６つの重点分野の１つ以上に該当するプ
ロジェクトでなければならないという要件があります
が、その６つの重点分野が全て特別月間になりまし
た。奉仕の重要性を認識して行きたいものです。６つ
の重点分野は、未来の夢計画の試験期間をスタート
する前に全世界のロータリアン１万人にアンケートし
たところ、奉仕を実践している、或いは奉仕を実践し
たい分野の回答をまとめたのがこの６つだったことか
ら定められたものです。
ロータリー財団の重点分野の基本方針というも

のがあります。これは特別月間の解説ではありません
が、グローバル補助金申請の際に、重点分野の範囲
内にある活動と範囲外にある活動の例が掲載されて
います。これらを参考にして、これからの特別月間に
備えて頂きたいと思います。
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2016-2017年度ガバナー　前田 直俊  略歴
生年月日：1948年４月５日
所属ＲＣ：坂出東ロータリークラブ
職業分類：整形外科医
現 住 所：香川県坂出市室町３丁目１番13号
趣　　味：ゴルフ
最終学歴：1974年３月 国立群馬大学医学部卒業
職　　歴：
1974年４月　岡山大学医学部第２外科入局
1974年９月　岡山赤十字病院赴任
1977年２月　高知県立安芸病院赴任
1978年４月　高知県立中央病院赴任
1979年11月　岡山大学医学部第２外科
1982年10月　湯原町国民健康保険湯原温泉病院赴任 役職：院長
1991年７月　大山整形外科医院赴任 役職：院長
1992年　　　まえだ整形外科・外科医院 開院 役職：院長
1995年　　　医療法人社団 設立 理事長として現在に至る

ロータリー歴：
1991年11月20日
　　　　　　坂出東ロータリークラブ入会
2012～2013年度
　　　　　　坂出東ロータリークラブ会長
2007年８月　マルチプルポールハリスフェロー
2011年２月　米山功労者マルチプル
2013年　　　ベネファクター認証
2013年　　　ガバナーノミニーデジグネート就任
2014年　　　ロータリー財団メジャードナー認証
2015年　　　米山功労者メジャードナー 

Ⅸ	ロータリークラブ専用「クラブ、地区、地区委員
カード」が誕生します。

ロータリーダイナースクラブコーポレートカードの推進。
カードの利用額0.3％が、ポリオ撲滅のための活動

資金として利用されます。
2016年５月～８月にダイナースカード正規募集開始。
問い合わせはＲＩ日本事務局第３ゾーン ロータ

リーカードゾーンコーディネーター 森本信一
ロータリーカードの促進。ゴールドカード・スタン

ダードカード共、利用金額の0.3％がポリオ撲滅のた
めの活動資金として利用されます。
Ⅹ パートナーシップの強化とスポンサー
「奉仕」パートナーシップ

ロータリーの奉仕部門または重点分野に沿うプロ
ジェクトに支援を提供します。クラブや地区は独自の
裁量で地域レベルのパートナーシップを結ぶことが
できます。
「プロジェクト」パートナーシップ

ロータリアンが通常、クラブや地区を通じて開始
または運営している団体はプロジェクトパートナーと
なることができます。ロータリアンはこれらの団体が
行っている奉仕活動に協力し、支援の提供ができま
す。地元レベルで協力関係を結んでいる場合、その

パートナーシップはクラブ／地区と、他団体の間に結
ばれたものであることを明確に示すように標章（シン
ボルマーク）を使用する必要があります。
「スポンサー」

スポンサーを探してより大きなプロジェクトにしま
しょう。

経済的援助をいただいて、ロータリーの発展的展
開に相加相乗作用となるように推進しましょう。

団体の特性を見出してロータリーとして参考にしま
しょう。

人材支援「ボランティア活動がスムーズに進行出来
ます」

クラブの公共イメージの向上になります（良いスポ
ンサー）
Ⅺ 国際大会

次年度の国際大会は「アトランタ」です。2670地区
からは最低でも20人出席を目指しています。ロータ
リー財団100周年を祝って参加しましょう。

1917年に国際ロータリー第６人目の会長のアーチＣ
クランフが米国ジョージア州「アトランタ」の国際大会
で提案したロータリーの基金作りが後のロータリー財
団に発展しました。
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2016-2017年度

国際ロータリー会長

大野　弘之
松岡　宣明
美馬　秀夫

（松山北）
（高　知）
（徳　島）

財務委員会
◎

国際ロータリー第2670地区　地区組織図

三宅徳三郎

宮本　　哲
宮崎　研一
中川　昌一
山中正二郎
入交太兵衛
今谷　健一
渡部　兼雄
福田　義郎
高瀬浅次郎
梶浦　暲一
中島　　源
近藤　良一
谷村　健助
大見　正俊
山田　静夫
牟禮　米一
濱川金兵衛
松野　　明
萩原　　茂
三宅　俊三
橋本　憲佳
佐々木善堯

井内　堯治
阿河　正昭
田村　俊久
須之内淳二
佐藤　成俊
三宅　洋三
吉村　雄治
原　　　勝
太田　英章
掛水　俊彦

松本　　東
桑原　信義
今井　正信
飯　　忠悟
稲山　三治
豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
木村大三郎
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘

※

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
　
※
※
※
※

※
※

※

※
※

※

（1962-63）
（1975-76）
（1965-66）
（1967-68）
（1970-71）
（1971-72）
（1972-73）
（1973-74）
（1974-75）
（1976-77）
（1977-78）
（1978-79）
（1979-80）
（1980-81）
（1981-82）
（1982-83）
（1983-84）
（1984-85）
（1985-86）
（1986-87）
（1987-88）
（1988-89）
（1989-90）
（1990-91）
（1998-99）
（1991-92）
（1992-93）
（1993-94）
（1994-95）
（1995-96）
（1996-97）
（1997-98）
（1999-00）
（2000-01）
（2001-02）
（2005-06）
（2002-03）
（2003-04）
（2004-05）
（2006-07）
（2007-08）
（2008-09）
（2009-10）
（2010-11）
（2011-12）
（2012-13）
（2013-14）
（2014-15）
（2015-16）

地区歴代ガバナー

松野　　明
井内　堯治
須之内淳二
三宅　洋三
太田　英章
掛水　俊彦
桑原　信義
今井　正信
稲山　三治
豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘

諮問委員会
㉛愛Ⅱ
㉕徳Ⅰ
㉒愛Ⅱ
⑳香Ⅰ
⑯香Ⅰ
⑮高Ⅱ
⑬徳Ⅱ
⑫香Ⅱ
⑨徳Ⅰ
⑧香Ⅰ
⑦高Ⅱ
⑥愛Ⅱ
⑤徳Ⅱ
③高Ⅱ
②愛Ⅱ
①徳Ⅰ

③愛Ⅱ

④高Ⅱ

①徳Ⅰ

佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋

（松山北）
（徳 島）
（坂出東）
（高知東）

RI会長賞地区選考委員会
◎ ④愛Ⅱ

③徳Ⅰ

②香Ⅱ

①高Ⅰ

今井　正信
高嶋　　博
坂入　　誠

（観音寺）
（坂出東）
（坂出東）

ロータリー財団監査委員会
◎ 香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

山田　戒乘
前田　直俊

（徳　島）
（坂出東）

拡大カウンセラー
◎ ①徳Ⅰ

①香Ⅱ

前田　直俊 （坂出東）
ガバナー

香Ⅱ

豊田　章二
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
野口　一臣
森本　征彦
泉　　一郎
北　　哲也

（高松南）
（徳　島）
（坂出東）
（高知東）
（高松西）
（高　知）
（松山北）
（徳　島）

長期戦略検討委員会
★
★
★
★
◎

①香Ⅰ

①徳Ⅰ

①香Ⅱ

①高Ⅰ

④香Ⅰ

③高Ⅱ

②愛Ⅱ

①徳Ⅰ

ロータリーの友

（松山東）
（徳 島）
（松山西）
（高　松）
（高松南）
（高知北）
（阿波徳島）
（観音寺）
（徳島プリンス）
（高松南）
（高知西）
（松　山）
（鴨　島）
（高　知）
（松山北）
（徳　島）

山田　戒乘 （徳　島）
直前ガバナー

徳Ⅰ

須之内淳二
稲山　三治
豊田　章二

（松山西）
（徳島プリンス）
（高松南）

（財）ロータリー米山記念奨学会
理　　事
評 議 員
学務・学友委員

愛Ⅱ

⑤徳Ⅰ

②香Ⅰ

山田　戒乘
今井　正信
柳澤　光秋
桑原　征一
古川　　充
中村　裕司
大島　浩輔
熊田　　浩
日田　良介
秋山　佳弘
豊田　章二
多田　雅巳
坂入　　誠
徳永　　浩
宮西　浩司
前田　敬子

危機管理委員会
委員長（直前ガバナー）
パストガバナー
ガバナーエレクト
ガバナーノミニー
青少年奉仕委員長
青少年長期交換委員長
青少年短期交換委員長
青少年奉仕委員会ローターアクト委員長
青少年奉仕委員会インターアクト委員長
米山奨学委員長
ロータリー財団委員長/地区研修リーダー
広報委員長
弁護士
メディア関係者 西日本放送 営業局長
司法関係者
ガバナー夫人

柳澤　光秋 （高知東）
ガバナーエレクト

高Ⅰ

桑原　征一
ガバナーノミニー

（新居浜）愛Ⅰ

佐々木善教
美馬　精一
豊田　章二
関　　裕司

（松山北）
（鴨　島）
（高松南）
（高　知）

指名委員会
◎ ①愛Ⅱ

④徳Ⅱ

②香Ⅰ

①高Ⅱ

※物故された方

山田　戒乘
浜田　英宏
矢野　武志
永田　光春
白石比渡史
加藤　好包
阿部　榮次
松下　三郎
坂本　弘明

（徳　島）
（中　芸）
（仁　淀）
（新居浜）
（松山北）
（小松島）
（徳島南）
（東かがわ）
（観音寺東）

会員増強・維持・退会防止委員会
☆
◎

桑原　信義
葛石　　智
久松　啓一
妹尾　次郎
佐野　　誠

（阿波徳島）
（善通寺）
（高知東）
（新居浜）
（小松島）

クラブ奉仕委員会
☆
◎

亀井　義弘
詫間　行芳
河添　雄輔
河上　和美
疋田　孝文
横田　龍男

（松　山）
（高松南）
（高知北）
（今治北）
（徳島プリンス）
（丸　亀）

職業奉仕委員会
☆
◎

（高知西）
（高松中央）
（須　崎）
（新居浜南）
（徳島南）

今井　正信
古川　　充

（観音寺）
（脇　町）

青少年奉仕委員会

（インターアクト）

☆
◎

日田　良介
門田　義仁
阿部　真弓
重松　宗孝
近藤　康敏
大泉真二郎
生越　久敏
丁井　淳吏
山内　浩司
中村　秀樹
髙橋　亮次

（八幡浜）
（仁　淀）
（今　治）
（今　治）
（今治南）
（阿波池田）
（御　所）
（鳴　門）
（美　馬）
（高　松）
（高松北）

○

（ローターアクト）
熊田　　浩
西本　隆信
井上　貞人
永井　東洋
森脇　康之

（高松南）
（高知西）
（北　条）
（伊　予）
（徳島プリンス）

○

（ライラ）
米山　徹太
猪野恵一郎
藤原　賢治
野村　栄一
阿部　真弓
篠原　成行
大政　裕志
深見　邦芳
森　　廣一
遠藤　公信
藤原　宣雄
渡辺　昌明

（ 松 山 ）
（松山南）
（徳島プリンス）
（高知中央）
（今　治）
（北　条）
（伊　予）
（松　山）
（美　馬）
（美　馬）
（高松北）
（高松北）

○
副
副

（新世代）
矢野　泰弘
井上　孝志
高岡　　淳
深見　邦芳
木下　満広

（観音寺東）
（高知西）
（伊予三島）
（松　山）
（阿波池田）

○

太田　英章
新谷五十雄

（高松南） 
（坂出東） 

国際奉仕委員会

（長期交換）

☆
◎

中村　裕司
藤村　育雄
浜崎日美子
岡本　憲尚
瀬野　長久
泉　　圭一
河田　周作
後藤　浩久

（高　知）
（観音寺）
（高知中央）
（高知北）
（今治南）
（伊　予）
（松山北）
（徳　島）

○
副

（短期交換）
大島　浩輔
清水　敏博
古谷　純代
星加　裕史
高橋　伸定
新宮　康史
椎野　　篤
真鍋和三郎
尾﨑　　勝
藤井　武志
湯口　兼司
請川　慈憲

（徳島プリンス）
（高知ロイヤル）
（高　知）
（西　条）
（松　山）
（八幡浜）
（徳島東）
（阿波池田）
（高松東）
（高松東）
（観音寺東）
（善通寺）

○

（国際奉仕ファンド）
篠田日出海
髙野　一郎
板脇　ゆか
篠原　孝賢
伊勢　英利
Masoud Sobhani

（高松南）
（高　知）
（今　治）
（川之江）
（鴨　島）
（高松南）

○

（注記）☆カウンセラー　★オブザーバー　◎委員長　○小委員長
　　　①、②等の表記は、継続年数を表す
※ロータリー財団委員会アドバイザー　阿部　榮次（徳島南）

愛Ⅱ

③香Ⅰ

③高Ⅱ

①愛Ⅰ

③徳Ⅰ

①香Ⅱ

①徳Ⅰ

①高Ⅰ

①高Ⅱ

①愛Ⅰ

①愛Ⅱ

①徳Ⅰ

①徳Ⅱ

①香Ⅰ

①香Ⅱ

徳Ⅱ

④香Ⅱ

②高Ⅰ

①愛Ⅰ

①徳Ⅰ

香Ⅰ

①香Ⅱ

香Ⅱ

②徳Ⅱ

赤松　昭信
名本二六雄

（高松北）
（松　山）

（実行委員長）
○
副

（奨学金・学友・平和フェロー）
大森　克介
菅井　久勝
芦原　伸一

（松　山）
（松　山）
（松山北）

○

⑦香Ⅰ

⑦愛Ⅱ

豊田　章二 （高松南）
ロータリー財団委員会
☆◎ ②香Ⅰ

田中　弘之
稲田　良吉

（高松南）
（高知中央）

（ポリオ・プラス）
○ ⑤香Ⅰ

②高Ⅰ

①愛Ⅱ

①愛Ⅱ

②愛Ⅱ

（資金推進）
山崎広一郎
佐藤　允男

（高　知）
（徳　島）

○
副

⑧高Ⅱ

④徳Ⅰ

（資金管理）
堀　　祥二
大寺　健司

（高松南）
（徳島南）

⑤香Ⅰ

⑤徳Ⅱ

青木　博美
花岡　通子
品原　一夫
大杉　幸雄
川中　大輔
三倉　孝文
米田　　均

（美　馬）
（坂出東）
（高知ロイヤル）
（中　村）
（松山南）
（鴨　島）
（さぬき）

○
副

○
副

⑤徳Ⅱ

⑤香Ⅱ

③高Ⅰ

③高Ⅱ

③愛Ⅱ

⑥徳Ⅱ

①香Ⅰ

③愛Ⅱ

⑤高Ⅱ

③愛Ⅰ

①愛Ⅰ

⑥愛Ⅰ

④徳Ⅱ

②徳Ⅱ

①徳Ⅱ

⑥徳Ⅱ

⑧香Ⅰ

①香Ⅰ

④香Ⅰ

②高Ⅱ

①愛Ⅱ

⑪愛Ⅱ

④徳Ⅰ

⑥愛Ⅱ

⑮愛Ⅱ

④徳Ⅰ

①高Ⅰ

②愛Ⅰ

⑯愛Ⅱ

②愛Ⅱ

⑦愛Ⅱ

⑨徳Ⅱ

②徳Ⅱ

①香Ⅰ

①香Ⅰ

③香Ⅱ

④高Ⅱ

⑪愛Ⅰ

③愛Ⅱ

①徳Ⅱ

⑦高Ⅱ

⑩香Ⅱ

①高Ⅰ

②高Ⅱ

⑪愛Ⅰ

③愛Ⅱ

②愛Ⅱ

②徳Ⅰ

④徳Ⅰ

③高Ⅰ

②高Ⅱ

⑤愛Ⅰ

⑤愛Ⅱ

①愛Ⅱ

①徳Ⅰ

②徳Ⅱ

④香Ⅰ

①香Ⅰ

②香Ⅱ

①香Ⅱ

④香Ⅰ

①高Ⅱ

③愛Ⅰ

②愛Ⅰ

④徳Ⅱ

③香Ⅰ

須之内淳二
秋山　佳弘
植田　誠司
掛水洋一郎
松木　徹夫
石村　　浩
泊　　健一
髙畠　勝己
田中　伸廣
国東　宣之

（松山西）
（丸亀東）
（香　長）
（高知北）
（今　治）
（川之江）
（徳　島）
（徳島プリンス）
（鳴　門）
（高　松）

米山記念奨学委員会
☆
◎

愛Ⅱ

⑥香Ⅱ

③高Ⅰ

①高Ⅱ

⑨愛Ⅰ

②愛Ⅰ

④徳Ⅰ

①徳Ⅰ

⑧徳Ⅱ

③香Ⅰ

佐々木善教
多田　雅巳
久保　英明
豊田　真二

（松山北）
（坂出東）
（高知南）
（徳　島）

広報・IT委員会
☆
◎

愛Ⅱ

①香Ⅱ

④高Ⅰ

③徳Ⅰ

地区幹事
金地　行雄
前田　直宏
大屋　聡規
田所　　登
大屋　聡規
佐竹　克彦
山本　賢二
岡田　俊一
新谷五十雄
福島　啓之
塩田　　学
和田　弘行
多田　雅巳
植條　敬介

代表幹事
副代表幹事
副代表幹事補佐
公式訪問
ガバナー月信地区概況
クラブ奉仕
職業奉仕
社会奉仕
国際奉仕
青少年奉仕
ロータリー財団
米山記念奨学
広報・ＩＴ
会員増強

（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

地区会計
今井　里美
高嶋　　博

会計長
副会計長

（坂出東）
（坂出東）

香Ⅱ

香Ⅱ

豊田　章二 （高松南）
地区研修リーダー
◎ ①香Ⅰ

地区研修委員会委員
佐々木善教 （松山北）②愛Ⅱ

山田　戒乘 （徳　島）①徳Ⅰ

岡内　紀雄
宮崎　浩二
堅田　光義
曽根　正夫
森本奈津子

社会奉仕委員会
☆
◎

高Ⅱ

②香Ⅰ

②高Ⅱ

②愛Ⅰ

①徳Ⅱ

豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊

（高松南）
（高知西）
（松　山）
（鴨　島）
（松山北）
（徳　島）
（坂出東）

規定審議委員会
◎
副

③香Ⅰ

③高Ⅱ

⑥愛Ⅱ

⑤徳Ⅱ

③愛Ⅱ

②徳Ⅰ

①香Ⅱ

（補助金・VTT）

浜田　英宏
矢野　武志
永田　光春
白石比渡史
加藤　好包
阿部　榮次
松下　三郎
坂本　弘明

（中　芸）
（仁　淀）
（新居浜）
（松山北）
（小松島）
（徳島南）
（東かがわ）
（観音寺東）

ガバナー補佐
高知第Ⅰ分区
高知第Ⅱ分区
愛媛第Ⅰ分区
愛媛第Ⅱ分区
徳島第Ⅰ分区
徳島第Ⅱ分区
香川第Ⅰ分区
香川第Ⅱ分区

（チャタヌーガ）ジョン F. ジャーム

三浦　聖人 （観音寺）地区代表委員 ①香Ⅱ

PETS・DTTS
岡田　俊一
山本　賢二

（坂出東）
（坂出東）

実行委員長
副実行委員長

香Ⅱ

香Ⅱ

地区研修・協議会
都嵜　和美
高嶋　　博

（坂出東）
（坂出東）

実行委員長
副実行委員長

香Ⅱ

香Ⅱ

地区大会
榊　　久雪
西　　光雄
香川　　聡

（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）

名誉実行委員長
実行委員長
副実行委員長

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

地区内74RC
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2016-2017年度

国際ロータリー会長

大野　弘之
松岡　宣明
美馬　秀夫

（松山北）
（高　知）
（徳　島）

財務委員会
◎

国際ロータリー第2670地区　地区組織図

三宅徳三郎

宮本　　哲
宮崎　研一
中川　昌一
山中正二郎
入交太兵衛
今谷　健一
渡部　兼雄
福田　義郎
高瀬浅次郎
梶浦　暲一
中島　　源
近藤　良一
谷村　健助
大見　正俊
山田　静夫
牟禮　米一
濱川金兵衛
松野　　明
萩原　　茂
三宅　俊三
橋本　憲佳
佐々木善堯

井内　堯治
阿河　正昭
田村　俊久
須之内淳二
佐藤　成俊
三宅　洋三
吉村　雄治
原　　　勝
太田　英章
掛水　俊彦

松本　　東
桑原　信義
今井　正信
飯　　忠悟
稲山　三治
豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
木村大三郎
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘

※

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
　
※
※
※
※

※
※

※

※
※

※

（1962-63）
（1975-76）
（1965-66）
（1967-68）
（1970-71）
（1971-72）
（1972-73）
（1973-74）
（1974-75）
（1976-77）
（1977-78）
（1978-79）
（1979-80）
（1980-81）
（1981-82）
（1982-83）
（1983-84）
（1984-85）
（1985-86）
（1986-87）
（1987-88）
（1988-89）
（1989-90）
（1990-91）
（1998-99）
（1991-92）
（1992-93）
（1993-94）
（1994-95）
（1995-96）
（1996-97）
（1997-98）
（1999-00）
（2000-01）
（2001-02）
（2005-06）
（2002-03）
（2003-04）
（2004-05）
（2006-07）
（2007-08）
（2008-09）
（2009-10）
（2010-11）
（2011-12）
（2012-13）
（2013-14）
（2014-15）
（2015-16）

地区歴代ガバナー

松野　　明
井内　堯治
須之内淳二
三宅　洋三
太田　英章
掛水　俊彦
桑原　信義
今井　正信
稲山　三治
豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘

諮問委員会
㉛愛Ⅱ
㉕徳Ⅰ
㉒愛Ⅱ
⑳香Ⅰ
⑯香Ⅰ
⑮高Ⅱ
⑬徳Ⅱ
⑫香Ⅱ
⑨徳Ⅰ
⑧香Ⅰ
⑦高Ⅱ
⑥愛Ⅱ
⑤徳Ⅱ
③高Ⅱ
②愛Ⅱ
①徳Ⅰ

③愛Ⅱ

④高Ⅱ

①徳Ⅰ

佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋

（松山北）
（徳 島）
（坂出東）
（高知東）

RI会長賞地区選考委員会
◎ ④愛Ⅱ

③徳Ⅰ

②香Ⅱ

①高Ⅰ

今井　正信
高嶋　　博
坂入　　誠

（観音寺）
（坂出東）
（坂出東）

ロータリー財団監査委員会
◎ 香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

山田　戒乘
前田　直俊

（徳　島）
（坂出東）

拡大カウンセラー
◎ ①徳Ⅰ

①香Ⅱ

前田　直俊 （坂出東）
ガバナー

香Ⅱ

豊田　章二
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
野口　一臣
森本　征彦
泉　　一郎
北　　哲也

（高松南）
（徳　島）
（坂出東）
（高知東）
（高松西）
（高　知）
（松山北）
（徳　島）

長期戦略検討委員会
★
★
★
★
◎

①香Ⅰ

①徳Ⅰ

①香Ⅱ

①高Ⅰ

④香Ⅰ

③高Ⅱ

②愛Ⅱ

①徳Ⅰ

ロータリーの友

（松山東）
（徳 島）
（松山西）
（高　松）
（高松南）
（高知北）
（阿波徳島）
（観音寺）
（徳島プリンス）
（高松南）
（高知西）
（松　山）
（鴨　島）
（高　知）
（松山北）
（徳　島）

山田　戒乘 （徳　島）
直前ガバナー

徳Ⅰ

須之内淳二
稲山　三治
豊田　章二

（松山西）
（徳島プリンス）
（高松南）

（財）ロータリー米山記念奨学会
理　　事
評 議 員
学務・学友委員

愛Ⅱ

⑤徳Ⅰ

②香Ⅰ

山田　戒乘
今井　正信
柳澤　光秋
桑原　征一
古川　　充
中村　裕司
大島　浩輔
熊田　　浩
日田　良介
秋山　佳弘
豊田　章二
多田　雅巳
坂入　　誠
徳永　　浩
宮西　浩司
前田　敬子

危機管理委員会
委員長（直前ガバナー）
パストガバナー
ガバナーエレクト
ガバナーノミニー
青少年奉仕委員長
青少年長期交換委員長
青少年短期交換委員長
青少年奉仕委員会ローターアクト委員長
青少年奉仕委員会インターアクト委員長
米山奨学委員長
ロータリー財団委員長/地区研修リーダー
広報委員長
弁護士
メディア関係者 西日本放送 営業局長
司法関係者
ガバナー夫人

柳澤　光秋 （高知東）
ガバナーエレクト

高Ⅰ

桑原　征一
ガバナーノミニー

（新居浜）愛Ⅰ

佐々木善教
美馬　精一
豊田　章二
関　　裕司

（松山北）
（鴨　島）
（高松南）
（高　知）

指名委員会
◎ ①愛Ⅱ

④徳Ⅱ

②香Ⅰ

①高Ⅱ

※物故された方

山田　戒乘
浜田　英宏
矢野　武志
永田　光春
白石比渡史
加藤　好包
阿部　榮次
松下　三郎
坂本　弘明

（徳　島）
（中　芸）
（仁　淀）
（新居浜）
（松山北）
（小松島）
（徳島南）
（東かがわ）
（観音寺東）

会員増強・維持・退会防止委員会
☆
◎

桑原　信義
葛石　　智
久松　啓一
妹尾　次郎
佐野　　誠

（阿波徳島）
（善通寺）
（高知東）
（新居浜）
（小松島）

クラブ奉仕委員会
☆
◎

亀井　義弘
詫間　行芳
河添　雄輔
河上　和美
疋田　孝文
横田　龍男

（松　山）
（高松南）
（高知北）
（今治北）
（徳島プリンス）
（丸　亀）

職業奉仕委員会
☆
◎

（高知西）
（高松中央）
（須　崎）
（新居浜南）
（徳島南）

今井　正信
古川　　充

（観音寺）
（脇　町）

青少年奉仕委員会

（インターアクト）

☆
◎

日田　良介
門田　義仁
阿部　真弓
重松　宗孝
近藤　康敏
大泉真二郎
生越　久敏
丁井　淳吏
山内　浩司
中村　秀樹
髙橋　亮次

（八幡浜）
（仁　淀）
（今　治）
（今　治）
（今治南）
（阿波池田）
（御　所）
（鳴　門）
（美　馬）
（高　松）
（高松北）

○

（ローターアクト）
熊田　　浩
西本　隆信
井上　貞人
永井　東洋
森脇　康之

（高松南）
（高知西）
（北　条）
（伊　予）
（徳島プリンス）

○

（ライラ）
米山　徹太
猪野恵一郎
藤原　賢治
野村　栄一
阿部　真弓
篠原　成行
大政　裕志
深見　邦芳
森　　廣一
遠藤　公信
藤原　宣雄
渡辺　昌明

（ 松 山 ）
（松山南）
（徳島プリンス）
（高知中央）
（今　治）
（北　条）
（伊　予）
（松　山）
（美　馬）
（美　馬）
（高松北）
（高松北）

○
副
副

（新世代）
矢野　泰弘
井上　孝志
高岡　　淳
深見　邦芳
木下　満広

（観音寺東）
（高知西）
（伊予三島）
（松　山）
（阿波池田）

○

太田　英章
新谷五十雄

（高松南） 
（坂出東） 

国際奉仕委員会

（長期交換）

☆
◎

中村　裕司
藤村　育雄
浜崎日美子
岡本　憲尚
瀬野　長久
泉　　圭一
河田　周作
後藤　浩久

（高　知）
（観音寺）
（高知中央）
（高知北）
（今治南）
（伊　予）
（松山北）
（徳　島）

○
副

（短期交換）
大島　浩輔
清水　敏博
古谷　純代
星加　裕史
高橋　伸定
新宮　康史
椎野　　篤
真鍋和三郎
尾﨑　　勝
藤井　武志
湯口　兼司
請川　慈憲

（徳島プリンス）
（高知ロイヤル）
（高　知）
（西　条）
（松　山）
（八幡浜）
（徳島東）
（阿波池田）
（高松東）
（高松東）
（観音寺東）
（善通寺）

○

（国際奉仕ファンド）
篠田日出海
髙野　一郎
板脇　ゆか
篠原　孝賢
伊勢　英利
Masoud Sobhani

（高松南）
（高　知）
（今　治）
（川之江）
（鴨　島）
（高松南）

○

（注記）☆カウンセラー　★オブザーバー　◎委員長　○小委員長
　　　①、②等の表記は、継続年数を表す
※ロータリー財団委員会アドバイザー　阿部　榮次（徳島南）

愛Ⅱ

③香Ⅰ

③高Ⅱ

①愛Ⅰ

③徳Ⅰ

①香Ⅱ

①徳Ⅰ

①高Ⅰ

①高Ⅱ

①愛Ⅰ

①愛Ⅱ

①徳Ⅰ

①徳Ⅱ

①香Ⅰ

①香Ⅱ

徳Ⅱ

④香Ⅱ

②高Ⅰ

①愛Ⅰ

①徳Ⅰ

香Ⅰ

①香Ⅱ

香Ⅱ

②徳Ⅱ

赤松　昭信
名本二六雄

（高松北）
（松　山）

（実行委員長）
○
副

（奨学金・学友・平和フェロー）
大森　克介
菅井　久勝
芦原　伸一

（松　山）
（松　山）
（松山北）

○

⑦香Ⅰ

⑦愛Ⅱ

豊田　章二 （高松南）
ロータリー財団委員会
☆◎ ②香Ⅰ

田中　弘之
稲田　良吉

（高松南）
（高知中央）

（ポリオ・プラス）
○ ⑤香Ⅰ

②高Ⅰ

①愛Ⅱ

①愛Ⅱ

②愛Ⅱ

（資金推進）
山崎広一郎
佐藤　允男

（高　知）
（徳　島）

○
副

⑧高Ⅱ

④徳Ⅰ

（資金管理）
堀　　祥二
大寺　健司

（高松南）
（徳島南）

⑤香Ⅰ

⑤徳Ⅱ

青木　博美
花岡　通子
品原　一夫
大杉　幸雄
川中　大輔
三倉　孝文
米田　　均

（美　馬）
（坂出東）
（高知ロイヤル）
（中　村）
（松山南）
（鴨　島）
（さぬき）

○
副

○
副

⑤徳Ⅱ

⑤香Ⅱ

③高Ⅰ

③高Ⅱ

③愛Ⅱ

⑥徳Ⅱ

①香Ⅰ

③愛Ⅱ

⑤高Ⅱ

③愛Ⅰ

①愛Ⅰ

⑥愛Ⅰ

④徳Ⅱ

②徳Ⅱ

①徳Ⅱ

⑥徳Ⅱ

⑧香Ⅰ

①香Ⅰ

④香Ⅰ

②高Ⅱ

①愛Ⅱ

⑪愛Ⅱ

④徳Ⅰ

⑥愛Ⅱ

⑮愛Ⅱ

④徳Ⅰ

①高Ⅰ

②愛Ⅰ

⑯愛Ⅱ

②愛Ⅱ

⑦愛Ⅱ

⑨徳Ⅱ

②徳Ⅱ

①香Ⅰ

①香Ⅰ

③香Ⅱ

④高Ⅱ

⑪愛Ⅰ

③愛Ⅱ

①徳Ⅱ

⑦高Ⅱ

⑩香Ⅱ

①高Ⅰ

②高Ⅱ

⑪愛Ⅰ

③愛Ⅱ

②愛Ⅱ

②徳Ⅰ

④徳Ⅰ

③高Ⅰ

②高Ⅱ

⑤愛Ⅰ

⑤愛Ⅱ

①愛Ⅱ

①徳Ⅰ

②徳Ⅱ

④香Ⅰ

①香Ⅰ

②香Ⅱ

①香Ⅱ

④香Ⅰ

①高Ⅱ

③愛Ⅰ

②愛Ⅰ

④徳Ⅱ

③香Ⅰ

須之内淳二
秋山　佳弘
植田　誠司
掛水洋一郎
松木　徹夫
石村　　浩
泊　　健一
髙畠　勝己
田中　伸廣
国東　宣之

（松山西）
（丸亀東）
（香　長）
（高知北）
（今　治）
（川之江）
（徳　島）
（徳島プリンス）
（鳴　門）
（高　松）

米山記念奨学委員会
☆
◎

愛Ⅱ

⑥香Ⅱ

③高Ⅰ

①高Ⅱ

⑨愛Ⅰ

②愛Ⅰ

④徳Ⅰ

①徳Ⅰ

⑧徳Ⅱ

③香Ⅰ

佐々木善教
多田　雅巳
久保　英明
豊田　真二

（松山北）
（坂出東）
（高知南）
（徳　島）

広報・IT委員会
☆
◎

愛Ⅱ

①香Ⅱ

④高Ⅰ

③徳Ⅰ

地区幹事
金地　行雄
前田　直宏
大屋　聡規
田所　　登
大屋　聡規
佐竹　克彦
山本　賢二
岡田　俊一
新谷五十雄
福島　啓之
塩田　　学
和田　弘行
多田　雅巳
植條　敬介

代表幹事
副代表幹事
副代表幹事補佐
公式訪問
ガバナー月信地区概況
クラブ奉仕
職業奉仕
社会奉仕
国際奉仕
青少年奉仕
ロータリー財団
米山記念奨学
広報・ＩＴ
会員増強

（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

地区会計
今井　里美
高嶋　　博

会計長
副会計長

（坂出東）
（坂出東）

香Ⅱ

香Ⅱ

豊田　章二 （高松南）
地区研修リーダー
◎ ①香Ⅰ

地区研修委員会委員
佐々木善教 （松山北）②愛Ⅱ

山田　戒乘 （徳　島）①徳Ⅰ

岡内　紀雄
宮崎　浩二
堅田　光義
曽根　正夫
森本奈津子

社会奉仕委員会
☆
◎

高Ⅱ

②香Ⅰ

②高Ⅱ

②愛Ⅰ

①徳Ⅱ

豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊

（高松南）
（高知西）
（松　山）
（鴨　島）
（松山北）
（徳　島）
（坂出東）

規定審議委員会
◎
副

③香Ⅰ

③高Ⅱ

⑥愛Ⅱ

⑤徳Ⅱ

③愛Ⅱ

②徳Ⅰ

①香Ⅱ

（補助金・VTT）

浜田　英宏
矢野　武志
永田　光春
白石比渡史
加藤　好包
阿部　榮次
松下　三郎
坂本　弘明

（中　芸）
（仁　淀）
（新居浜）
（松山北）
（小松島）
（徳島南）
（東かがわ）
（観音寺東）

ガバナー補佐
高知第Ⅰ分区
高知第Ⅱ分区
愛媛第Ⅰ分区
愛媛第Ⅱ分区
徳島第Ⅰ分区
徳島第Ⅱ分区
香川第Ⅰ分区
香川第Ⅱ分区

（チャタヌーガ）ジョン F. ジャーム

三浦　聖人 （観音寺）地区代表委員 ①香Ⅱ

PETS・DTTS
岡田　俊一
山本　賢二

（坂出東）
（坂出東）

実行委員長
副実行委員長

香Ⅱ

香Ⅱ

地区研修・協議会
都嵜　和美
高嶋　　博

（坂出東）
（坂出東）

実行委員長
副実行委員長

香Ⅱ

香Ⅱ

地区大会
榊　　久雪
西　　光雄
香川　　聡

（坂出東）
（坂出東）
（坂出東）

名誉実行委員長
実行委員長
副実行委員長

香Ⅱ

香Ⅱ

香Ⅱ

地区内74RC
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ロータリーとは…

● ロータリーは、事業および専門職務に携わる人々の世界的奉仕団体です。ロータリーは、人道的
な奉仕を行い、あらゆる職業において高度の道徳的水準を守ることを奨励し、世界理解と平和を
目指して尽力しています。

● ロータリーは、世界で最初の奉仕クラブです。最初のロータリー・クラブは、1905年２月23日に、
米国イリノイ州シカゴで創立されました。

● ロータリーは、世界の殆どの国にあり、奉仕の熱意溢れる、およそ120万以上の男女会員が
28,000以上のロータリー・クラブに所属しています。

● ロータリアンは、毎週、例会を開いて、親睦を深め、地域社会や国際社会にとって重要な問題に
ついて興味深く有益なプログラムを楽しんでいます。会員は、推薦制度によって入会し、その会
員組織は地域社会の横断面となっています。

● ロータリアンは、多種多様な人道的プログラム、教育プログラム、文化交流プログラムを計画、
実施し、地域社会と世界中の人々の生活を向上させています。

● ロータリーには、ロータリー財団があり、国際親善奨学金、文化交流、大小さまざまな人道的プ
ロジェクトに、毎年、米貨約9,000万ドルを充て、数百万人の人々の生活の質を向上させていま
す。ロータリーは世界でも国際的教育奨学金を支給している最大の民間団体として広く認められ
ています。
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2016〜2017年度　クラブ運営方針

鴨島ロータリークラブ会長

正　木　美　帆

　鴨島ロータリークラブは本年度58周年を迎え、歴史と伝統あるクラブとして発展し活動を続けて
きたクラブであります。この度、会長の任を仰せつかりその重責に身の引き締まる思いでございま
す。不束者ではありますが、どうか皆様の寛大な御心でもってご指導・ご鞭撻いただき、充実した
クラブ運営が出来ますようご協力をよろしくお願い申し上げます。

2016～2017年度RI会長テーマは「人類に奉仕するロータリー」
2016～2017年度2670地区ガバナー方針は

「Passion & Willでロータリーにchallengeを！」です。
　
　よい仕事をすることで社会に奉仕する「職業奉仕」、地域社会や世界の人々の幸福と平和のため
に奉仕する「社会奉仕や国際奉仕」など、ロータリーの目的や使命は、111年の歴史の中で今なお
輝きを放っています。同時に、時代の変化や社会情勢の変化と共に変革を必要とされている課題も
あります。そのような中、RI会長テーマと地区ガバナー方針は、「人類に奉仕するロータリー」
の理念を堅持し、「情熱と計画性を持って活動していきましょう」と呼びかけられているように感
じます。理念の継承と活動の活性化のためには、会員増強・維持を図り、長期的展望のあるクラブ
運営計画が必要とされています。
　そこで、2016～2017年度・クラブ運営方針について、下記のように取り組みたいと思います。

＜2016～2017年度・クラブ運営方針＞
『創立60周年に向けて、会員相互の親睦を深め、鴨島ロータリークラブの歴史と伝統を継承する会
の運営や活動を行う』
～具体方針～
・クラブの活動の歴史や内容について先輩会員から教わり、魅力あるロータリーの活動を深く知る

機会を多く持つ。
・理事会議事録作成や財務の透明性を図り、会員がクラブ運営の仕組みや内容がより分かるように

する。また各委員会の活動を活発化し、取り組みが次年度に円滑に引き継がれる仕組みをつくる。
・その他、会員増強・退会防止を図り、長期的展望と戦略をもったクラブ運営・企画の実践に努める。

など

　以上、福永幹事と共に、楽しく明るく、そして意義のあるクラブ運営にしたいと思います。重ね
て会員皆様のご協力を切にお願い申し上げます。

−10−



年 間 行 事 予 定 表
2016年 7 月〜10月

日　　　付 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム 公　式　行　事
2016年
7月

5日（火曜日） クラブアッセンブリー① 定例理事会
6月30日短期交換受入学生到着

12日（火曜日） ガバナー補佐公式訪問 ガバナー補佐公式訪問

19日（火曜日） 新旧役員歓送迎会「夜間例会」 20日短期交換受入学生帰国
28日短期交換派遣学生出発（予定）

26日（火曜日） ガバナー公式訪問 ガバナー公式訪問

8月 2日（火曜日） クラブアッセンブリー② 定例理事会

会
員
増
強
・
拡
大
月
間

9日（火曜日） クラブフォーラム（原井　敬　会員増強委員長）

16日（火曜日） 休会

23日（火曜日） 卓話（青筍会紹介）

30日（火曜日） 卓話（木村長年）

9月   6日（火曜日） クラブフォーラム（木村秀樹　雑誌委員長） 定例理事会

基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間

  13日（火曜日） 卓話（佐々木久）

20日（火曜日） 卓話（土橋孝之）

27日（火曜日） 卓話（筒井祥泰）

10月   4日（火曜日） クラブフォーラム（河野佳代　社会奉仕委員長） 定例理事会

経
済
と
地
域
社
会
の
発
展
月
間

米

山

月

間

11日（火曜日） 卓話（美馬紀章）

18日（火曜日） 卓話（山根正伍）

25日（火曜日） 卓話（有持　護）
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2016年11月〜2017年 2 月

日　　　付 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム 公　式　行　事

11月 1日（火曜日） クラブフォーラム（大平正大  ロータリー財団委員長） 定例理事会

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間

8日（火曜日） 卓話（近藤良樹）

15日（火曜日） 卓話（埜口　稔）

22日（火曜日） 卓話（稲井隆生）

29日（火曜日） 卓話（河野利英）

12月 6日（火曜日） クラブアッセンブリー（上期反省・下期課題１） 定例理事会

疾
病
予
防
と
治
療
月
間

13日（火曜日） クラブアッセンブリー（上期反省・下期課題２） 10日ロータリー財団地区
補助金管理セミナー

20日（火曜日） クリスマス例会・会員総会（夜間例会）

27日（火曜日） 休会

2017年
1月

3日（火曜日） 休会

職

業

奉

仕

月

間

10日（火曜日） クラブフォーラム（三倉啓子　職業奉仕委員長） 定例理事会

17日（火曜日） 卓話（阿部須美子）

24日（火曜日） 卓話（池北隆昭）

31日（火曜日） 卓話（木村慎佑）

2月  7日（火曜日） クラブフォーラム（麻植康夫  国際奉仕ファンド委員長） 定例理事会

平
和
と
紛
争
予
防
／

紛

争

解

決

月

間

14日（火曜日） クラブアッセンブリー（創立記念例会準備）

21日（火曜日） 創立記念例会

28日（火曜日） 卓話（横田賢二）
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2017年 3 月〜 6 月

日　　　付 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム 公　式　行　事

3月 7日（火曜日） クラブフォーラム（伊勢英利　国際奉仕委員長） 定例理事会

水

と

衛

生

月

間

14日（火曜日） 卓話（筒井大樹） 11日徳島分区IM

21日（火曜日） 卓話（山内正晴）

28日（火曜日） クラブフォーラム（尾崎拓一　青少年奉仕委員長）
※子ども俳句表彰式

4月 4日（火曜日） 卓話（大椋誠治） 定例理事会

母
子
の
健
康
月
間

11日（火曜日） 卓話（坂東　謙） 9日地区協議会（高知）
15〜16日地区大会（サンポート高松他）

18日（火曜日） 卓話（千葉俊治）

25日（火曜日） 卓話（阿部光仁）

5月   2日（火曜日） 休会

青

少

年

奉

仕

月

間

9日（火曜日） クラブフォーラム（割石恭市　クラブ研修リーダー） 定例理事会

16日（火曜日） 卓話（長野宏一郎）

23日（火曜日） 卓話（浜村孝典）

30日（火曜日） 卓話（三倉孝文）

6月   6日（火曜日） 卓話（大内　勉） 新旧合同定例理事会

ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
月
間

13日（火曜日） 卓話（工藤弘幸） 10〜14日RI国際大会（アトランタ）

20日（火曜日） クラブアッセンブリー①

27日（火曜日） クラブアッセンブリー②
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ク　ラ　ブ　概　況
幹  事　福　永　隆　子

鴨島ロータリークラブ

〒776-0010  徳島県吉野川市鴨島町鴨島471−2
セントラルホテル鴨島内
TEL：0883-24-8989　FAX：0883-24-9008　E-mail：kamojimarotary@yahoo.co.jp
事務局担当：高橋克佳
インターネットホームページ：http://www.kamojima-rc.jp

〒776-0010  徳島県吉野川市鴨島町鴨島471−2
セントラルホテル鴨島
TEL：0883-24-8989
毎週火曜日　12：00開場、12：30点鐘、13：30閉会点鐘

▪2016-2017年度  ガバナー事務所
　〒762-0007	 香川県坂出市室町３丁目１番３号
　TEL：0877-85-8523　FAX：0877-85-8536　E-mail：16-17@rid2670go.com

▪国際ロータリー日本事務局
　〒108-0073	 東京都港区三田1-4-28　三田国際ビル24階
　クラブ・地区支援室
　TEL：03-5439-5800　FAX：03-5439-0405

所在地等

名　　称

例　　会

沿　　革

1959年６月17日 徳島ロータリークラブのスポンサーにより、ＲＩ第365地区の仮クラブとして発足。

1959年７月１日 ＲＩ本部より６月30日承認を受け、翌７月１日ＲＩ第368地区所属クラブとして
設立。

1959年11月25日 徳島西クラブ及び阿南クラブとの３クラブにて、連合チャーター伝達式を徳島市
新町体育館にて開催。

1970年７月１日 地区分割により、第367地区所属クラブとなる。

1977年７月１日 地区編成改編により、第267地区所属クラブとなる。

1991年７月１日 地区編成改編により、第2670地区所属クラブとなる。

2009年６月21日 創立50周年記念式典、祝賀会開催

2011年７月１日 2011-2012年度　国際ロータリー第2670地区　美馬精一ガバナー輩出
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（2016年 7 月 1 日現在）

●会員数
正会員　　　53名
名誉会員　　 3 名

●会員地域分布
吉野川市　鴨島町　　29名
　　　　　川島町　　 4 名
　　　　　山川町　　 7 名
　　　　　美郷　　　 1 名
阿波市　　市場町　　 2 名
　　　　　阿波町　　 2 名
板野郡　　上板町　　 1 名
　　　　　松茂町　　 1 名
名西郡　　石井町　　 3 名
徳島市　　　　　　　 2 名
小松島市　　　　　　 1 名

●会員年齢概要
平均年齢	 63.1歳
最 年 長	 84歳　　　最  年  少　35歳
年齢層
30代　   40代　   50代　   60代　   70代　   80代
 4 名　    2 名　   13名　   22名　    8 名　    4 名

●平均在会年数　　17年

●昨年度中の会員推移
昨年度中の新 会 員　　０名
昨年度中の退会会員　　１名

会員数
合計53名

鴨島町
29名

山川町
7名

市場町2名

美郷
1名

阿波町2名

上板町1名
松茂町
1名

石井町
3名

徳島市 2名

小松島市 1名

川島町
4名

会員数
合計53名

40代2名30代
4名

80代4名

60代
22名

70代
8名

50代
13名

●フィリピン　セントラル・タルラック・ロータリークラブ
1979年 1 月30日に姉妹クラブ締結。
以後、毎年友好交流有り。

●フィリピン　ビガン・ロータリークラブ
2010年 7 月5日に姉妹クラブ締結。
以後、毎年友好交流有り。

●近隣ロータリークラブ

会員状況

他クラブとの連携
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第35期以降の歴代会長幹事及び会員数推移

●会　費　等
	 入　 会 　金：30,000円
	 会　　　　費：年会費200,000円
	 　　　　　　　半期100,000円ごと徴収
	 ビジター会費：2,000円

期 年　　度 会　　　長 幹　　　事 会員数

第35期 1993〜1994 割　石　恭　市 高　田　　　稔 44

第36期 1994〜1995 原　田　良　樹 工　藤　弘　幸 44

第37期 1995〜1996 河　野　恒　巳 木　村　秀　樹 46

第38期 1996〜1997 松　永　　　豊 田　村　雅　夫 46

第39期 1997〜1998 高　田　　　稔 大　椋　誠　治 46

第40期 1998〜1999 長　野　宏一郎 島　勝　伸　一 43

第41期 1999〜2000 工　藤　弘　幸 麻　植　康　夫 43

第42期 2000〜2001 木　村　秀　樹 山　根　正　伍 42

第43期 2001〜2002 田　村　雅　夫 大　内　　　勉 44

第44期 2002〜2003 大　椋　誠　治 十　川　　　敬 42

第45期 2003〜2004 麻　植　康　夫 岡　田　和　葊 41

第46期 2004〜2005 山　根　正　伍 横　田　賢　二 42

第47期 2005〜2006 大　内　　　勉 三　倉　孝　文 50

第48期 2006〜2007 十　川　　　敬 坂　東　　　謙 50

第49期 2007〜2008 岡　田　和　葊 山　口　浩　志 49

第50期 2008〜2009 横　田　賢　二 矢　田　健　二 54

第51期 2009〜2010 三　倉　孝　文 伊　勢　英　利 53

第52期 2010〜2011 坂　東　　　謙 七　條　勝　美 51

第53期 2011〜2012 矢　田　健　二 木　村　精　伯 51

第54期 2012〜2013 伊　勢　英　利 正　木　美　帆 53

第55期 2013〜2014 木　村　精　伯 大　木　栄　二 53

第56期 2014〜2015 河　野　利　英 池　北　隆　昭 52

第57期 2015〜2016 大　平　正　大 阿　部　須美子 54

第58期 2016〜2017 正　木　美　帆 福　永　隆　子 53

会 費
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鴨島ロータリークラブ理事役員
2016年〜2017年度（平成28年 7 月〜29年 6 月）

（◎理事  ○役員）
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理事 役員 役　　　職 委 員 長 副委員長 委 員 委 員 備 考

◎ 〇 会 　 　 　 　 　 長 正木　美帆

◎ 〇 副 　 　 会 　 　 長 大木　栄二

◎ 〇 幹 　 　 　 　 　 事 福永　隆子

副 　 　 幹 　 　 事 河野　佳代

◎ 〇 会 　 　 　 　 　 計 浜村　孝典

会 計 監 査 割石　恭市 佐々木　久

◎ 〇 Ｓ Ａ Ａ 伊勢　英利 ◎長野宏一郎 矢田　健二 大平　正大

◎ ク ラ ブ 奉 仕 委 員 会 大木　栄二 佐々木　久 美馬　精一

◎ 職 業 奉 仕 委 員 会 三倉　啓子 木村　精伯 高橋　　収

◎ 社 会 奉 仕 委 員 会 河野　佳代 木村　長年 河野　利英

◎ 国 際 奉 仕 委 員 会 伊勢　英利 横田　賢二 麻植　康夫 ３年委員会

◎ 青 少 年 奉 仕 委 員 会 尾崎　拓一 十川　　敬 森本　孝裕 ３年委員会

◎ ロータリー財団委員会 大平　正大 工藤　弘幸 三倉　孝文

〇 米山記念奨学委員会 鈴木　率雄 阿部　光仁 埜口　　稔

出 席 委 員 会 木村　慎佑 有持　　護 糸田川誠也

親 睦 委 員 会 稲井　隆生 三倉　啓子 伊勢　英利

職 業 分 類 委 員 会 岡田　和葊 大椋　誠治 佐々木　久 ３年委員会

〇 会員増強・維持・退会防止委員会 原井　　敬 山内　正晴 有持　　護 木村　慎佑

会 員 選 考 委 員 会 大内　　勉 美馬　精一 土橋　孝之

ロータリー情報委員会 千葉　俊治 平山　昌俊 坂東　　謙 ３年委員会

プ ロ グ ラ ム 委 員 会 筒井　大樹 矢田　健二 割石　恭市

ク ラ ブ 会 報 委 員 会 山根　正伍 筒井　祥泰 横田　賢二

雑 誌 委 員 会 木村　秀樹 阿部須美子 外村　英雄

環 境 保 全 委 員 会 坂東　　謙 近藤　良樹 馬淵　厚至

国際奉仕ファンド委員会 麻植　康夫 松家健二郎 三木　　亨

ク ラ ブ 広 報 委 員 会 高橋　　収 池北　隆昭 一宮　良光

※ クラブ研修リーダー 割石　恭市



委員会運営方針

委 員 長　伊勢　英利
副委員長　長野宏一郎
委　　員　矢田　健二、大平　正大

　本年度SAA・会場監督を仰せつかりました。常日頃より家庭や職場で何かと監督・指導を受け
ておりますので若干のとまどいは隠せませんが、これらの経験を活かして努めて参る所存です。会
員の皆様のご協力をどうぞ宜しくお願いいたします。

SAA

委 員 長　大木　栄二
副委員長　佐々木　久
委　　員　美馬　精一

　クラブ奉仕委員会は、メンバー全員にクラブ運営上の活動やプログラムの意義や役割及び楽しみ
を理解いただき、その上で積極的に活動全般に参加してもらえるような理解を得るべく調整や提案
をする委員会と考えています。
　伝統ある鴨島ロータリークラブのクラブ奉仕として、会員同士の交流を益々深め、クラブの更な
る活性化を図るべく務めてまいりますので、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

クラブ奉仕委員会

委 員 長　浜村　孝典

　本年度もロータリークラブ規則に則り、厳正かつ、スピーディーな会計処理を行います。日々の
資金管理を厳正に行うとともに、収支状況を逐次記録し、月次収支管理表を作成することで、適宜、
財務・収支状況を理事会・会長・幹事に報告いたします。
　今後とも、皆様のご指導、ご協力をよろしくお願いします。

会　　計

−18−



委 員 長　三倉　啓子
副委員長　木村　精伯
委　　員　高橋　　収

　職業奉仕は、自己の職業を通じて社会に奉仕することが第一の目的です。全ての職業人、すなわ
ち従業員、同業者、顧客、供給者相互関係の基本的な要素です。職業上の高い倫理基準を持ち、役
立つ仕事は全て価値のあるものと認識し社会奉仕する機会として、ロータリアン各自の職業と高潔
なものとすることです。
　本クラブの会員がその職業における諸責務を遂行し、各会員それぞれの職業における慣行の一般
水準を引き上げるうえに役立つ指導と援助を与えるような方策を考慮し、四つのテストの普及、活
用を推進していきたいと思いますので皆様のご指導ご協力を宜しくお願い致します。

職業奉仕委員会

委 員 長　河野　佳代
副委員長　木村　長年
委　　員　河野　利英

　「社会奉仕は、クラブの所在地域または行政区域内に住む人々の生活の質を高めるために、時に
は他と協力しながら、委員が行うさまざまな取り組みから成るものである。」とあります。
　当クラブの継続事業であります、小児糖尿病の治療を目指して活躍されている“徳島つぼみの会”
の理解と援助、及び植樹や花壇造り等、環境保全に活動されている高校生への激励と援助を、今年
度も実施したいと思っています。会員の皆様のあたたかいご協力を宜しくお願い致します。

社会奉仕委員会

委 員 長　伊勢　英利
副委員長　横田　賢二
委　　員　麻植　康夫

　地区の国際奉仕委員会は長期交換・短期交換・国際奉仕ファンドの３つの小委員会から構成され
ています。従来より鴨島RCでは、米国ニュージャージー州北部からの短期交換留学生の受け入れ
と、米国ニュージャージー州北部への短期交換留学生の派遣に関与しています。加えてフィリピン
共和国3790地区のセントラルタルラック・ビガン両姉妹クラブと連携して奉仕事業を展開する予定
ですが、これに関しましては国際奉仕ファンド委員会に丸投げしようと企んでいます。麻植委員長
宜しくお願いします。

国際奉仕委員会
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委 員 長　尾崎　拓一
副委員長　十川　　敬
委　　員　森本　孝裕

　青少年奉仕委員会は、インターアクト、ローターアクト、ライラ、新世代委員会など多数の委員
会がありますが、当クラブの現行の活動を継続しつつインターアクト、ローターアクトの設立にむ
け活動の幅を広げていければと思いますので皆様のご協力を宜しくお願い致します。

青少年奉仕委員会

委 員 長　大平　正大
副委員長　工藤　弘幸
委　　員　三倉　孝文

　ロータリー財団は「ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済する
ことを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすること」を使命として掲げ、世界各地
で実施されるプロジェクトに補助金を提供しています。
　当クラブは、次のプロジェクトを行っています。

（１）	 2015 ～ 2016年度国際ロータリー 2670地区奨学生として米国ハーバード大学に修学している
藤森創氏に、奨学金を提供しています。

（２）	 2016 ～ 2017年度地区補助金「徳島駅伝吉野川チーム支援プロジェクト」を実施する提案書を提
出しています。

（３）	 グローバル補助金の「６つの重点分野」のうちの「水と衛生」事業を、フィリピンタルラック
ロータリークラブと連携してタルラックの小学校に還元水装置を設置する補助金申請を行っ
ています。

　地区補助金は今後も、続けて申請してまいりたいと思いますので、会員皆様から補助事業の提案
をお願いします。

ロータリー財団委員会
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委 員 長　鈴木　率雄
副委員長　阿部　光仁
委　　員　埜口　　稔

　米山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生に対し、全国ロータリ
アンの寄付が財源でその大部分を奨学金に使っています。奨学生には勉学・研究と、月に一回お世
話クラブの例会に参加し奨学金の授与、食事・会員との交流をしていただく事になっています。さ
らに、カウンセラーは悩み事の相談・世話、日本流のもてなしで日本文化や習慣を学習していただ
いています。
　米山記念奨学金は日本独自の制度でありこれまで沢山の奨学生を育てていますが、近年は寄付金
の減少が続き年間1000人が720人まで減少しています。この制度を利用して母国で活躍し日本との
架け橋になっていただいている留学生が増加しています。しかし、成績優秀な人材を重視して採用
した結果一部の国に偏り、帰国後日本への関心と友好関係が薄くて架け橋にならない奨学生も増え
ております。近年は成績重視を改め、面接と友好関係国を重視した採用に修正中であります。
　優秀で人柄の良い奨学生を一人でも増やすためには少しでも奨学金を増やす努力が必要です。前
年度は５人の特別寄付がありましたが今年度も皆様に積極的にお願いに伺いますので「嫌と言わな
いロータリー精神」でよろしくお願いいたします。

米山記念奨学委員会

委 員 長　木村　慎佑
副委員長　有持　　護
委　　員　糸田川誠也

　ロータリアンは、１世紀以上にわたり奉仕することを目的として世界中で活動しております。鴨
島ロータリークラブのメンバーは、1959年から地域社会をよくするため、また、国際社会をよくす
るため奉仕活動を続けております。私は、1978年生まれなので私の生まれるずっと前からロータリ
アンは、世界中で奉仕活動を続けております。地域社会、また、国際社会をよくするための奉仕活
動を続けるためには、ロータリアンの３つの義務にもある毎週の例会への出席が必要です。鴨島
ロータリークラブのメンバーが毎週の例会への出席を通じて親睦を深め、活発な活動をすることで
地域社会、また、国際社会をよくするための奉仕活動を続けることができます。
　私は、2015年度の入会なのでロータリークラブについてわからない事ばかりですが、早く一人前
のロータリアンになるために、毎週の例会には、出席をします。（急な仕事の時は、欠席します。）
　一人前のロータリアンになり諸先輩方のように地域社会・国際社会へ奉仕をできるように努めて
参りますのでどうか１年間よろしくお願いします。

出席委員会
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委 員 長　稲井　隆生
副委員長　三倉　啓子
委　　員　伊勢　英利

　クラブ内の親睦活動は、クラブ運営に活力を与えるものであると考えます。
　ロータリーライフを支える「親睦」「奉仕」の二本柱を具現化すべく、会員相互の親睦と友情を深めな
がら奉仕活動を行い、また奉仕活動を行いながら新たな親睦、友情が増進される良いサイクル活動を
会員の皆様にご協力頂き、家族の様な付き合いが出来る空間づくりをお手伝いさせて頂きます。
　一年間宜しくお願い致します。

親睦委員会

委 員 長　岡田　和葊
副委員長　大椋　誠治
委　　員　佐々木　久

　職業分類の考えはロータリークラブ創設の初期からあり、この様なクラブとしてはかなり特徴的
なものです。同業種を避けるというのは、まずはクラブ内の利害のない親睦のために必要な事とさ
れていたようです。以前とは違い、現在では幾分緩和された規則ではありますが、職業分類は職業
奉仕との関連も含めて、未だに重要な観念であると思います。「ロータリーの目的」や「四つのテス
ト」のガイドと考え合わせて、運営してゆきたいと思います。

職業分類委員会

委 員 長　原井　　敬
副委員長　山内　正晴
委　　員　有持　　護、木村　慎佑

　活気に満ち溢れたクラブを構築していくために会員増強は欠かせません。本年度は情報収集の歯
車とアプローチの歯車を噛み合わせ、新たなロータリアンを発掘します！

会員増強・維持・退会防止委員会

アプローチ
（主に訪問活動など）

入会
候補者の
情報収集
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委 員 長　千葉　俊治
副委員長　平山　昌俊
委　　員　坂東　　謙

委員会の任務として
１）	 会員候補者に、ロータリークラブにおける会員の特典に関する情報を提供する。
２）	 会員、特に新会員に特典と責務を十分に理解してもらう。
３）クラブの全会員に絶えずロータリー、その歴史、規模、活動、国際ロータリーの管理運営の動

向についての情報を提供する。
今後の方針として
１）	 例会時、できるだけ機会をみつけて、主として定款、細則の復習、再確認を行い、ロータリア

ンとしての理解と向上を図る。
２）	 ガバナー月信、ロータリーの友等の中より重要にして且つ興味のあるものを紹介し、共に考え、

話し合い、ロータリー活動の強化を図りたい。

ロータリー情報委員会

委 員 長　筒井　大樹
副委員長　矢田　健二
委　　員　割石　恭市

　多くの会員の皆様に楽しんで例会に出席してもらえるようなプログラム作りに励みます。そし
て、ロータリーの例会は「卓話を聞くために出席する」といっても過言ではありません。職業倫理に
ついて学びを深め職業奉仕の実践につながる卓話となるよう、また担当の方が気持ち良く話ができ
るようにしっかりとした設営準備を心がけていきます。

プログラム委員会

委 員 長　大内　　勉
副委員長　美馬　精一
委　　員　土橋　孝之

　当委員会の役割は、会員増強退会防止委員会より推薦され理事会より付託された、入会を希望す
る被推薦者が、当クラブ会員として迎え入れるに相応しい人格の持ち主であるかどうかを審査し、
理事会に報告することであります。入会を決定するのは理事会でありますが、入会希望者があれば
例会で会員の皆様に十分に周知することを心がけたいと思います。単独では活動できない委員会で
すので会員各位の協力をよろしくお願いいたします。

会員選考委員会
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委 員 長　山根　正伍
副委員長　筒井　祥泰
委　　員　横田　賢二

　クラブ会報委員会では、前年度に引き続き下記の２点を重要項目として取り組みます。
１．会報などを通してロータリーの意義や目的を積極的に広報し、クラブの情報や奉仕活動を地域

の人々に伝えていく。
２．会報を会員及び地域の人々の興味が高まるような内容になるよう、会報の企画の見直し検討を

行う。
　上記２点の取り組みにより、クラブの仲間の意思疎通をはかり、ロータリー会員の価値観の共有
を目指します。
　また、会報等を通してロータリーの活動を広報することにより、会員増強にもしっかり寄与でき
るよう頑張ります。

クラブ会報委員会

委 員 長　木村　秀樹
副委員長　阿部須美子
委　　員　外村　英雄

　ロータリーの友を読みましょう。面白い雑誌です。
　どちらが表紙だかわからない。ページも二通りある。
　内容もいろいろあり、それなりに面白い。
　是非目を通してください。又、例会の時少し時間をいただいて
　皆様と一緒に読んでみたいと思います。
　是非ご協力を。

雑誌委員会

委 員 長　坂東　　謙
副委員長　近藤　良樹
委　　員　馬淵　厚至

　持続可能な社会を構築するためには、あらゆる主体が積極的に環境保護の取り組みを行うことが
必要です。我々ロータリアンのみならず事業者は製品・サービスを含む全ての事業活動の中に、省
エネルギー、省資源、廃棄物削減等を行うことが求められています。
　環境保全委員会では、「地球は未来の子どもたちからの預かり物である」という考えのもと現在の
地球環境を正しく理解し、また会員の企業においては環境保護に取り組む仕組みを取り入れそれぞ
れの地域において環境保護を訴えるリーダーとなれるよう活動を進めたいと思います。

環境保全委員会
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委 員 長　麻植　康夫
副委員長　松家健二郎
委　　員　三木　　亨

　本年度から、世界奉仕委員会が国際奉仕委員会に統合され、①長期交換、②短期交換、③国際奉
仕ファンド委員会の３部門の小委員会に分けられることになりました。
　国際奉仕ファンドは、鴨島RCからの国内外のプロジェクトのファンド申請、提出を行い奉仕活
動を円滑に進めることを目的とします。
　地区ファンドは、全額を2670地区RCの負担ではないため、当RCも、奉仕基金の予算を用意する
ことになります。各メンバーの積極的な奉仕活動を期待しております。

国際奉仕ファンド委員会

委 員 長　高橋　　収
副委員長　池北　隆昭
委　　員　一宮　良光

　クラブ広報委員会の役割は、クラブが地域社会で実施している奉仕活動に対する人びとの認識と
理解を深めることです。
　テレビ、新聞等地元メディアとの関係をより密にし、クラブの活動状況を広く一般の人びとに発
信することは、クラブの公共イメージを向上させることにつながると考えます。
　広報委員会が活発に行動し、クラブに好印象を抱く入会希望者が増えるように活動したいと思い
ます。ご協力をよろしくお願い致します。

クラブ広報委員会
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2016〜2017年度　職業分類表

分 類 氏 名
正　　会　　員

土 木 技 師 佐々木　　久
撚 糸 機 械 製 造 木　村　長　年
道 路 建 設 山　内　正　晴
病 院 経 営 美　馬　精　一
歯 科 医 近　藤　良　樹
内 科 医 鈴　木　率　雄
建 築 技 師 千　葉　俊　治
眼 科 医 糸田川　誠　也
貨 物 輸 送 工　藤　弘　幸
税 理 士 割　石　恭　市
道 路 建 設 木　村　秀　樹
鉄 骨 建 築 有　持　　　護
福 祉 機 器 長　野　宏一郎
皮 膚 科 医 高　橋　　　収
不 動 産 大　椋　誠　治
整 形 外 科 医 阿　部　光　仁
紙 加 工 山　根　正　伍
食 品 加 工 麻　植　康　夫
外 科 医 大　内　　　勉
砂 糖 製 造 岡　田　和　葊
耳 鼻 咽 喉 科 医 馬　淵　厚　至
石 油 販 売 十　川　　　敬
造 花 製 造 外　村　英　雄
軸 受 製 造 横　田　賢　二
薬 局 三　倉　孝　文
ス ピ ン ド ル 製 造 矢　田　健　二
電 力 供 給 森　本　孝　裕
レ ス ト ラ ン 平　山　昌　俊
印 刷 業 坂　東　　　謙
商 業 銀 行 浜　村　孝　典
建 築 材 料 松　家　健二郎
学 習 塾 池　北　隆　昭
エ ン ジ ニ ア 筒　井　祥　泰
林 業 河　野　利　英

分 類 氏 名
酒 類 製 造 伊　勢　英　利
損 害 保 険 代 理 店 埜　口　　　稔
介 護 事 業 正　木　美　帆
食 品 流 通 三　木　　　亨
私 立 病 院 土　橋　孝　之
リ サ イ ク ル 業 木　村　精　伯
自 動 車 販 売 一　宮　良　光
宗 教 大　平　正　大
ビ ル メ ン テ ナ ン ス 業 阿　部　須美子
掛 軸 製 造 販 売 大　木　栄　二
生 命 保 険 代 理 店 福　永　隆　子
郵 便 事 業 河　野　佳　代
葬 祭 業 三　倉　啓　子
病 院 経 営 美　馬　紀　章
旅 客 輸 送 尾　崎　拓　一
総 合 商 社 筒　井　大　樹
製 材 業 原　井　　　敬
宗 教 稲　井　隆　生
損 害 保 険 代 理 店 木　村　慎　佑

未　充　填
外 科 医 院 貯 蓄 銀 行
精 神 病 院 建 築 機 械
木 材 配 布 ゴ ル フ 場
電 気 器 具 販 売 産 婦 人 科 医
和 菓 子 製 造 建 築
公 立 病 院 飼 料 配 布
贈 答 品 販 売 日 本 語 塾
農 業 飲 食 業
織 物 配 布 畜 産
電 気 工 事

名　誉　会　員
ス ピ ン ド ル 製 造 矢　田　忠　利
砂 糖 製 造 岡　田　英　彦
石 油 販 売 松　永　　　豊
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ロータリーソング

「奉仕の理想」

奉仕の理想に　集いし友よ

御国に捧げん　我等の業

望むは世界の　久遠の平和

めぐる歯車　いや輝きて

永久に栄えよ　我等のロータリー
　　　　　　　　　　ロータリー

「それでこそロータリー」

どこで会っても　やあと言おうよ

見つけた時にゃ　おいと呼ぼうよ

遠い時には　手を振り合おうよ

それでこそ　ローローロータリー

「手に手つないで」

１．手に手つないで　つくる友の輪

輪に輪つないで　つくる友垣

手に手　輪に輪

ひろがれ　まわれ　一つ心に

おゝロータリアン　おゝロータリアン

２．手に手つないで　つくる友の輪

輪に輪つないで　つくる友垣

手に手　輪に輪

ひろがれ　まわれ　世界と共に

おゝロータリアン　おゝロータリアン
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